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箱型擁壁

高耐震性の壁体材: 単粒度砕石の役目その1

高排水性の壁体材： 単粒度砕石の役目その2

反射音低減の壁体材： 単粒度砕石の役目その3

高通気性の壁体材:

延長方向の隣り 合う 箱体は無連結

上下の箱体は無連結

単粒度砕石の役目その5

特 長

箱型擁壁工法の強さ の秘密
全てがフ レキシブルな構築方法と 構成材料

従来のも たれ式擁壁や大型ブロッ ク にはない「 可と う 性」の考え方が、

高耐震性と 高排水性を備えながら も 、

経済性に優れた箱型擁壁を誕生さ せまし た。

単粒度砕石の噛み合わせ抵抗力（ せん断抵抗力）が地震動や

面地盤の不同沈下などの擁壁の挙動にフ レキシブルな抵抗を

発揮し て、擁壁の耐震性能を高めます。

壁体材は擁壁の背面土の全面と 接し て高い排水性を発揮し ます。

単粒度砕石の空隙は外部から 入る車両等の周波の高い音を

吸収し 、擁壁から の反射音を減少さ せます。

建設技術審査証明事業

(土木系材料・ 製品・ 技術、 道路保全技術)

建技審証　 第0327号

一般財団法人土木研究センタ ー

※本審査証明は（ 株）箱型擁壁研究所および

昭和コ ンク リ ート 工業（ 株）が取得し たも のです。

RC製品の箱体材と 背面土表面は壁体材の空隙による通気性

によっ て常に乾燥状態に導かれるため、箱体材の耐久性と 背

面土の安定性を高めます。

高さ 方向への空隙の連続性があり 、壁体材が
密実に貫通し 、かみ合わせを する構造です。

※「 箱型擁壁」 の計画・ 設計・ 施工にあたっ ては、「 箱型擁壁工法技術資料・ 設計・ 施工・ 緑化マニュ アル」を 遵守し て、適正な管理のも と で行っ て下さ い。

延長方向への空隙の連続性が
あり 、壁体材が密実に貫通し 、
かみ合わせを する構造です。

（ 財）土木研究センタ ー建設技術審査証明取得（ 建技審証第0327号取得）

NETIS登録番号： CB-040038-VE（ 掲載期間終了）

単粒度砕石の役目その4基礎材：
地震時の地盤反力に対する分散効果やク ッ ショ ン作用や不同沈

下する基礎地盤にフ レキシブルにく い込んで抵抗し ます。
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箱型擁壁工法Lタ イプ

【 A型】　 H1 0 0 0×L2 0 0 0×W 1 2 5 0 　 製品参考重量　 1 ,3 0 4 kg

【 B型】　 H1 0 0 0×L1 5 0 0×W 1 2 5 0 　 製品参考重量　 1 ,0 2 8 kg

●勾配　 1 :0 .3 ～0 .5 ～0 .7 　 　 　 　 ●経済性　 箱型擁壁タイプ【 1 0 0 p t】

商品名　 フ リ ーウォ ール： キャ ッ スルウォ ール

 標準模様は、箱型擁壁の矩形面に対し て違和感の少ないよう に、風化状岩盤の片理を 施し た意匠で、自然の景観に配慮し ています。現場条件によっ ては壁表面に苔類の活着がみら れます。

陰影波模様は、箱型擁壁の矩形壁面を 鉄平石張り 状に分割し 、それぞれの面に異なる方向の波状の凹凸を 施し て、4 分の1 以上の陰影を つく る意匠によっ て、壁面の明度を 低減する効果があり ます。
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箱型擁壁

安震な排水擁壁

箱型擁壁工法

あ ん し ん

＂地震に対し て安全で、排水性能が高い擁壁を 示し ます＂

集中豪雨などで、擁壁や盛土が崩壊する事例があり ます。

崩壊の原因は、ほと んどが盛土内に地下水、地表水の浸透によっ て、元々透水性の低い擁壁が

経年的に排水能力を 無く し て地下水位の上昇を招く 事にあると さ れています。

箱型擁壁は、箱体と 中詰材およ び裏込材の単粒度砕石で構成さ れてお

り 、特別な排水装置を備えなく ても 極めて排水性が高いので、間隙水圧

が発生し ません。また、河川、湖沼、ダム湖などの水際• 水中部擁壁と し て

使用する場合は、通水性が良く 、壁体材の単粒度砕石による礫間水質浄

化効果が見込まれます。

擁壁背面の単粒度砕石全体が

背面土と 接し て透水機能を持つ。

そのため排水機能の低下が起きにく く 、倒壊例も ない。

災害復旧には多く 使用さ れています。

経年的な土砂の吸出し により 水抜き穴

が閉塞する 可能性があり 、排水性能が

低く なっ て倒壊例が多い。

箱型擁壁シリ ーズは、大型積みブロッ ク 擁墜など従来型擁壁の課題であっ た、

曲線部や端部施工では、二分の一以上の工期短縮性の発揮による省力化を実現し ています。

重力式同様経年的な土砂の吸出し や、擁

壁背面の経年沈下によ っ て水抜き 穴が

閉塞し やすい。

補強材が水道（ みずみち）になり 背面土と の摩擦力

を 失い易い。地震時の上下振動によっ ても 摩擦力

を失っ て壁体部に変状が生じ る可能性がある。

排水性能◎

排水性能○ 排水性能○ 排水性能○重力式擁壁

箱型擁壁シリ ーズの施工要領と 施工性

ブロッ ク 積み擁壁
（ 大型ブロ ッ ク ）

補強土擁壁
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箱型擁壁工法は、財団法人土木研究センタ ー「 箱型擁壁• 耐震性技術検

討委員会」において、大型動的遠心力載荷試験装置（ 独立行政法人土木

研究所）による耐震模型実験と 二次元動的・ 静的FEM 解析などにより 、箱

型擁壁工法Lタ イ プの耐震設計手法や構造特性の定性的な検証がなさ

れ、従来の大型積みブロッ ク 擁壁と の構造特性や耐震性能の違いと 共に

同報告書（ 平成15年9月発刊）にまと めら れ、擁壁工法と し ての高い耐震

性と 安全性が公的に検証さ れまし た。

箱型擁壁は柔構造のため、全体と し てある 程度の変形

を許容し ながら 、過大な応力集中を防いでいます。そのた

め擁壁下部に大きな水平応力が発生し ません。

箱型擁壁工法では、耐震設計の検討に際し て、原則と し て

地震時土圧の計算に土質定数三要素（ φ、C、γ)を用いる

ため合理的で安全な設計を行う こ と ができます。箱型擁

壁の背面土は、高い排水性によっ て土質定数が変化し に

く いため適度な状態を維持し 易く なっ ています。し かし

剛体擁壁の背面土は経年的な土砂の吸い出し などで排水

性が低く 、含水比が大きく なると 底版かかと 側に大きな

反力（ 鉛直土圧）を生じ さ せたり 、地震時土圧などの動的

な集中応力を受けて、擁壁部にひび割れを発生さ せる誘

因と なり ます。

大型動的遠心力載荷試験装置は地盤・ 土構造物・ 基礎構造物• 建物な

どの1 /N倍の縮尺模型にN 倍の遠心加速度を 作用さ せ、実物大実

験に近い結果を得ます。

●世界でも 最大級の遠心力載荷試験装置

●長時間の遠心力載荷を必要と する静的試験を効果的に実現可能！

　 2 台の揺動架台を使用

大型動的遠心力載荷試験装置（ 独立行政法人 土木研究所写真提供）

箱型擁壁Lタ イ プは、平成1 6 年3 月には、「 建設技術審査証明委員会」（ 財団法人土木研究センタ ー）による 箱型擁壁(L)工法の定量的

な検証も 加えら れて、可と う 性のも たれ式擁壁と し て初の「 建設技術審査証明書」を取得し 、箱型擁壁(L)工法の技術資料（ 設計・ 施工・ 緑

化編）が、公的な検証を受けたも のと し て同委員会報告書に掲載さ れ、箱型擁壁工法の普及に活用さ れています。（ 上記審査証明はM・ S

タ イプは除きます。）

平成1 7 年3 月には、国土交通省新技術活用システムNETISにも CB-0 4 0 0 3 8 準一般工事と し て登録さ れ、一般的な擁壁工法と し て

認識さ れまし た。

箱型擁壁工法・ 耐震性技術検討委員会による公的検証

建設技術審査証明書　 第0 3 2 7 号取得

耐震性

箱型擁壁と 大型ブロッ クの壁面最大変位と 最大水平応力  （ 壁高1 4 m 、L2 地震動）

箱型擁壁と 大型ブロッ ク 基礎に生じ る壁面変位最大時の最大鉛直土圧  （ 壁高1 4 m 、L2 地震動）

※（ 財）土木研究セン タ ー「 箱型擁壁耐震性技術検討委員会」報告書よ り 。また中越地震などの実

　 現象など によ り 高耐震性が確認さ れています。

箱型擁壁耐震模型実験 平成14年12月～平成15年9月

●極めて高速で高精度に震動の制御や地盤の変形計測が可

　 能。光ロータ リ ージョ イント の採用により 精度の高い大地震の

　 再現可能！遠心力載荷装置と 揺動架台が一体化

※重力式擁壁・ 地震時の設計検討は基本的に行いません。

※箱型擁壁の安定検討では、可と う 性の連続構造の安定性と 背面土の確実性を担保す
　 るために、全ての擁壁高さ について地震時土圧と 常時土圧を考慮し て、擁壁の設計
　 を行っ ている。

種　 　 別

剛構造プレキャスト RC擁壁

可とう 性箱型擁壁

剛構造プレキャスト RC擁壁

可とう 性箱型擁壁

種　 　 別 壁面最大変位（ cm ）

1 8

4 2

5 9 5 .0

1 4 7 .0

9 1 0 .0

4 0 4

7 5 2 .5

9 3 .7

7 0 0 ～8 0 0

1 3 0

最大鉛直土圧（ kN /㎡） 備　 　 考

つま先 かかと  平均

最大水平応力（ kN ／㎡）
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